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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 春の清掃活動の実施結果について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内 容 

１ 美化推進協議会による清掃活動 

（１）実施方法

ア 開会式等のセレモニーは省略して実施。

イ 自宅から集合場所までごみバサミとごみ袋を持ってごみを拾いなが

ら集まってもらい、集合場所で回収する。 

ウ ごみバサミをお持ちでない方にはお渡しし、周辺のごみ拾いを実施。 

（２）実施日、参加人数

地域 実 施 日 参加人数 

北千住 ５月２３日（火） 雨天中止 

竹ノ塚 ５月２５日（木） ２１４名 

五反野 ６月 １日（木） １６１名 

綾 瀬 ６月 ８日（木） ２９３名 

梅 島 ６月１３日（火） ６３３名 

西新井 ６月１９日（月） １２３名 

合 計 １，４２４名 

（３）実施時間

午後２時から３時（五反野、梅島は午後１時４０分から２時４０分）

２ ごみゼロ地域清掃活動 

（１）参加団体

町会・自治会、商店街、民間事業所、保育園、幼稚園、小・中学校、

高等学校、大学等 

（２）実施方法

期間中に参加団体が地域の清掃活動を行う。

（３）実施日

５月から６月の間の団体が指定した日

（４）参加団体数・人数（６月１６日現在）

団体数 ７３７団体 

人 数 ２４，３２２名 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 大谷田住区センターの大規模改修工事について 

所管部課名 地域のちから推進部住区推進課 

内 容 

大谷田住区センターの大規模改修工事について、次のとおり報告する。 

１ 工事概要 

（１）改修工事期間（予定）

令和５年７月中旬から令和７年３月上旬

（２）主な工事内容

内装、外装、給排水、受変電設備等の改修

２ 休館期間等（予定） 

（１）休館期間

ア 悠々館

令和５年７月１日から休館

イ 児童館（一般来館）

令和５年７月１０日から休館

ウ 学童保育室、児童館（特例利用「ランドセルで児童館」）

休室期間なし

学童保育室、児童館エリアの工事期間中は、悠々館エリアで運営予定

（２）全館開館予定

令和７年４月上旬

３ 今後の方針等 

（１）休館期間中の悠々館や児童館の利用については、区のホームページや

利用者への個別周知等により、大谷田谷中住区センターなど近隣の住区

センターをご案内していく。

（２）利用者の安全に十分配慮し、改修工事を行う。
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件  名 子育てサロン六月の大規模改修工事について 

所管部課名 地域のちから推進部住区推進課 

内  容 

特別養護老人ホーム六月の大規模改修工事に伴い、同施設内で運営してい

る子育てサロン六月の休室について、次のとおり報告する。 

１ 工事概要（子育てサロン六月） 

（１）改修工事期間（予定）

令和５年９月から令和６年３月

（２）主な工事内容

空調設備の改修

２ 休室期間等（予定） 

（１）休室期間

令和５年９月１日から令和６年３月まで

（２）開室予定

令和６年４月上旬

３ 今後の方針等 

休室期間中の子育てサロンの利用については、区のホームページや利用

者への個別周知等により、子育てサロン竹の塚（竹の塚保健センター内）

など近隣の子育てサロンをご案内していく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 
令和５年６月２７日 

件 名 令和５年度芸術鑑賞体験事業の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

令和３年度に実施した「文化・読書・スポーツに関するアンケート調査」

により、文化芸術の体験機会が減少していることがわかった。 

アンケート調査の結果を受け、区立小学校５年生の豊かな心を育むため、

令和４年度に芸術鑑賞体験事業を実施した。令和５年度も引き続き次のとお

り実施する。 

１ 概要 

（１）公演（劇団四季）

「ライオンキング」 （会場：有 明 四 季 劇 場 ）

「 美 女 と 野 獣 」  （会場：舞浜アンフィシアター）

（２）期間

令和６年１月から２月まで

（３）公演開始時間

午後１時３０分（約２時間３０分間、途中休憩あり）

２ 対象学年 

  全ての区立小学校の５年生 ５，１００人程度 

※ 令和４年度参加児童数 ４，９４８人

３ 移動方法 

  バスの借り上げによる移動（学校からの移動時間約４０分） 

４ 実施予定日程 

（１）「ライオンキング」 

ア 令和６年１月１９日（金）

イ 令和６年２月 ２日（金）、８日（木）、９日（金）

（２）「美 女 と 野 獣 」 

ア 令和６年１月２５日（木）

５ 今後の方針 

各学校と日程調整を円滑に行い、芸術鑑賞体験事業を確実に実施する。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２７日 

件 名 （独）日本芸術文化振興会「国立劇場」の連携協定に基づく事業について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

国立劇場の建替に伴い、文楽公演の一部をシアター１０１０で開催するた

め、独立行政法人日本芸術文化振興会と令和４年６月に連携協定を締結した。                

本連携協定に基づき、令和５年度の事業を次のとおり実施する。 

１ 概要 

（１）「初めての文楽入門(太夫編)」（無料） 

ア 開催日時及び会場

９月 ９日(土)午前の部、午後の部 各５０名程度

【会場】 勤労福祉会館

９月１６日(土)午前の部、午後の部 各３０名程度

【会場】 ギャラクシティ

イ 内容

案内映像(４５分)、太夫と三味線の講義(４５分)

（２）「初めての文楽入門(人形編)」（無料）

ア 開催日時

１２月６日(水)予定 午後１時 ３０名程度

イ 開催場所

シアター１０１０ １０階 講義室

ウ 内容

人形を交えた講義(約４５分)

（３）区民無料招待事業

ア 開催日時

１２月 ６日(水)午後 ２時公演「文楽鑑賞教室」４０枚

１２月 ９日(土)午前１１時公演「文楽鑑賞教室」８０枚

１２月１１日(月)午後 ２時公演「文楽鑑賞教室」４０枚

１２月１３日(水)午後 ２時公演「文楽鑑賞教室」４０枚

イ 開催場所

シアター１０１０

ウ 内容

「実演を交えた解説」と「名作の鑑賞」で構成された「文楽鑑賞教室」

の無料招待事業 
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エ 対象

区内在住・在勤・在学の方

２ 周知方法 

（１）「初めての文楽入門(太夫編)」 

ア 「あだち広報」掲載

７月２５日号

イ 募集期間

７月下旬～８月下旬

（２）「初めての文楽入門(人形編)」及び区民無料招待事業

ア 「あだち広報」掲載

１０月１０日号(予定)

イ 募集期間

１０月中旬～１１月中旬
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２７日 

件 名 「ストリートピアノ」アウトリーチの実施について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

１ 概要 

まちづくりラボ・拠点施設「ミントポ」で「ストリートピアノ」のアウト

リーチ事業を実施する。

２ 実施内容 

（１）実施日時（予定）

令和５年７月１５日（土）午前１０時から午後３時

※ 雨天中止

（２）実施場所

まちづくりラボ・拠点施設「ミントポ」南側通路

（３）概要

アップライトピアノを設置し、当日申込制による、演奏時間一人５分

程度の事業を実施する。 

３ 主催・協力 

（１）主催

区及びギャラクシティ指定管理者（みらい創造堂）

（２）協力

まちづくりラボ・プロジェクト

４ 周知方法 

（１）ホームページ、ＳＮＳ、あだち広報、プレスリリースなどで広く周知

する。

（２）ギャラクシティに常設してあるストリートピアノのリピーターの方々

に声をかけ、来場を促す。

当位置図は UR 都市機構提供 

により複写不可 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２７日 

件 名 足立区展２０２３の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

足立区展２０２３の概要を次のとおり報告する。 

１ 実施期間 

（１）前期（絵画、彫刻、図工・美術）

令和５年６月２０日（火）から６月２５日（日）まで

（２）後期（書道、写真）

令和５年６月２７日（火）から７月 ２日（日）まで

２ 会場 

シアター１０１０ギャラリー（北千住マルイ１１階）

３ 入賞 

賞名 入賞者数 

区展大賞 絵画、彫刻、書道、写真部門から各１名 

区長賞 

各部門から１名ずつ 議長賞 

教育委員会賞 

審査員特別賞 図工美術２部門（平面・立体）から各１名 

教育委員会特別賞 図工美術２部門（平面・立体）から若干名 

部門賞 各部門から若干名 

４ 審査員 

５ 表彰式 

（１）日時

令和５年７月２３日（日）午前１１時から（１時間程度）

（２）会場

竹の塚地域学習センター ４階ホール

６ 入賞作品のウェブ展示 

８月から区ホームページにて入賞作品を公開予定 

絵画 彫刻 図工・美術 書道 写真 

外部審査員 ２人 ２人 １人 ５人 ３人 

実行委員会 １人 ２人 ７人(区小研) ５人 ３人 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２７日 

件 名 ギャラクシティ「スペースあすれちっく」の利用方法の変更について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

ギャラクシティ「スペースあすれちっく」の利用方法を次のとおり変更し

たので報告する。 

１ 概要 

「スペースあすれちっく」の未就学児の利用については、保護者１名

につき未就学児２名まで（緊急避難時に保護者が子どもを両脇に抱えて

逃げることが出来る人数により設定）としていたが、同一世帯の方に限

り、保護者１名につき未就学児３名以上の入場を可能とする。 

２ 利用方法の変更により実施する対策 

保護者と３人目以降の未就学児はリストバンドを着用して入場し、緊

急時に係員が３人目以降の未就学児の避難を補助する。 

また、保護者と子どもが同じ数字を記したリストバンドを着用するこ

とにより、保護者への引き渡しを確実に行う。 

３ 実施年月日 

令和５年５月３日から 

４ 今後の方針 

緊急時の補助を円滑に行うために、館内の避難訓練において未就学児

３名以上の利用を想定した訓練を実施し、職員の意識向上を図っていく。 

10



区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 令和４年度スペシャルクライフコート利用実績の報告について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

令和４年度のスペシャルクライフコートの利用実績について、次のとお

り報告する。 

１ スペシャルクライフコート設置の経緯 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックのレガシーの１つとし

て、総合スポーツセンターに設置された、バリアフリー対応の多目的屋

外スポーツ施設。 

スペシャルクライフコートは、オランダの伝説的サッカー選手である

ヨハン・クライフ氏により設立されたヨハン・クライフ財団が、障がい

者もスポーツを楽しめる施設として、世界各地に設置。一部財団の寄附

を受け、令和２年１１月にアジア圏で初めて足立区にオープンした。 

２ スペシャルクライフコートの利用実績 

（１）全体の施設利用実績

ア 年間の利用者数は前年比１１５．９％、うち障がい者の利用者数

は１５３．１％と増加した。 

イ スペシャルクライフコートフェスティバルや障がい者個人向けの

運動・スポーツ教室などを新たに実施したことにより、イベント開

催時の利用者数が大幅に増加した。 

［施設利用者実績］ 

年間合計 令和３年度 令和４年度 前年比 

利用者数 ４，５１５人 ５，２３３人 １１５．９％ 

（うち障がい者） （５０３人） （７７０人） （１５３．１％） 
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［施設利用者実績内訳］ 

利用形態 令和３年度 令和４年度 前年比 

個

人

利

用 

利用者数 ３，２１４人 ２，９２４人 ９１．０％ 

（うち障がい者） （５人） （１１人） （２２０．０％） 

団

体

利

用 

登録団体 

利用者数 ６４７人 ８３２人 １２８．６％ 

（うち障がい者）（３４７人） （４０８人） （１１７．６％） 

イベント

利用

（教室・ 

体験会） 

利用者数 ６５４人 １，４７７人 ２２５．８％ 

（うち障がい者）（１５１人） （３５１人） （２３２．５％） 

合

計 

利用者数 ４，５１５人 ５，２３３人 １１５．９％ 

（うち障がい者） （５０３人） （７７０人） （１５３．１％） 

［施設利用者実績（月別）グラフ］ 

※ 利用率は、休館日や雨天日等を除いた稼働日に対する利用実績。

※ 暑さ指数（ＷＢＧＴ）３１℃以上となった場合、１８歳未満の子どもの

みによる利用は禁止としている。
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（２）主な教室・体験会での施設利用実績

ア 障がい者向け運動・スポーツ教室

（ア）区の主催事業として、東京ヴェルディ㈱に委託して実施。

（イ）令和４年度は「障がい者通所施設を対象とした教室」に加え、

６月から「障がい者個人を対象とした教室」を新規に開催。 

（ウ）ダンスや軽運動（ボールを使ったレクリエーションなど）、サ

ッカーなどを実施。 

［障がい者向け運動・スポーツ教室での利用者実績］ 

対象 実施回数 利用者数 

障がい者通所施設 １１回 ４０人 

個人 １５回 １１９人 

合計 ２６回 １５９人 

※ 雨天・酷暑（寒）のため、予定していた全４４回中、１８回分は屋内

にて実施。

イ パラスポーツ体験会

（ア）指定管理者による自主事業として、区スポーツ推進委員協力の

もと実施。

（イ）障がいの有無にかかわらず、どなたでも参加が可能。

（ウ）ボッチャや競技用車いすなどの体験を実施。

［パラスポーツ体験会での利用者実績］ 

年間合計 実施回数 利用者数 （うち障がい者） 

パラスポーツ体験会 ２０回 ５８８人 （１８人） 

※ 酷暑のため、７～８月は未実施。

※ 雨天のため、予定していた全２４回中、４回分は中止。

３ 今後の方針 

（１）更なる利用促進のため、今後も引き続き、スポーツコンシェルジュ

等による障がい者福祉サービス事業所等への働きかけや、ホームペー

ジ、ＳＮＳを活用した周知を行っていく。 

（２）利用者の少ない平日の午前中について、指定管理者による事業実施

等、施設の有効活用に向けた検討を進めていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 令和４年度あだちスポーツコンシェルジュ相談実績の報告について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

令和４年度のあだちスポーツコンシェルジュへの相談実績について、次

のとおり報告する。 

１ あだちスポーツコンシェルジュについて 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックのレガシーの１つとし

て、令和２年９月に開設した、障がい者の運動・スポーツ相談窓口。 

個人の状況に応じて、スポーツ活動の情報提供、見学・体験への同行

などの調整を行うほか、障がい者施設など団体からの相談にも対応して

いる。 

２ 相談への対応実績 

（１）全体の相談件数及び対応状況

［相談件数（令和４年度新規相談）］  （件数） 

相談件数 対応状況 

障がい者本人・ 

家族等からの相談 

２８件 

（１５件） 

（１）活動に定着  ４件 

（２）体験会等に参加 ５件 

（３）体験等参加に向け調整中 

 ６件 

（４）活動先について情報提供 

  １３件 

障がい者施設など 

団体からの相談 
１４件 

（８件） 

（１）対応完了   １３件 

（２）対応継続中   １件 

合計 
４２件 

（２３件） 

※ （ ）内は前年度の数値

（２）障がい者本人・家族等からの相談

ア 相談者の属性

障がい種別では知的障がいの方からの相談割合が多く、年齢別で

は、１０歳未満から３０代までの方からの相談が９２．９％となっ

ている。 
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［障がい種別相談実績］   （件数） 

身体 知的 精神 その他 ※ 合計 

４ １７ ５ ２ ２８ 

※ その他の内訳：難病１、発達障がい１

［年齢別相談実績］  （件数） 

１０歳 

未満 
１０代 ２０代 ３０代 

４０歳 

以上 
合計 

５ １０ ５ ６ ２ ２８ 

イ 主な対応事例

（ア）愛の手帳所持の３０代男性を、総合スポーツセンター主催のア

ーチェリー教室に紹介したところ、継続的な活動に定着。

（イ）精神障害者保健福祉手帳所持の４０代女性を、地域学習センタ

ー主催のヨガ教室に紹介したところ、継続的な活動に定着。

（ウ）呼吸器系の難病を抱える児童に、区内の障がい者トランポリン

教室を紹介。調整のうえ体験に参加し、定着化に向けた対応を継

続中。

（３）障がい者通所施設など団体からの相談

障がい者の通所施設などからの相談では、「利用者が楽しめるスポ

ーツを紹介してほしい」との相談に対し、スポーツや指導者の紹介

などを行った。

［主な対応事例］ 

団体名 対応内容 

花畑学園 

「ボッチャイベントの開催にあたり審判を紹介

してほしい」との相談に対し、区に登録している

障がい者スポーツボランティア３名を紹介。【参加

者数：２７名】 

また、学校の文化祭では、あだちスポーツコン

シェルジュの出張相談ブースを設置。生徒の保護

者から、２日間で８件の相談があり、対応した。

地域活動支援 

センター 

ふれんどりぃ 

「区内の精神障がい者の通所施設の利用者向け

のスポーツイベントを企画したい」との相談を受

け、気軽に楽しめるスポーツ（ビーチボールバレ

ー、ボッチャなど）を紹介。また、競技を指導で
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きる障がい者スポーツボランティア４名を紹介し

た。【参加者数：３０名】 

綾瀬あかしあ園 

「利用者に区内で楽しめるスポーツなどを紹

介してほしい」との相談に対し、オンラインワー

クショップを実施。区のスポーツ施設や、車いす

でも楽しめるスポーツ、通所施設の中でも楽しめ

るスポーツなどを紹介した。【参加者数：１５名】 

３ 今後の方針 

（１）特別支援学校への出張相談は今後も継続していくとともに、障がい

者の通所施設などへの働きかけも実施し、障がい者のスポーツ活動を

支援する。 

（２）活動先となるスポーツ団体の情報収集・新規開拓を進め、障がい者

本人・家族等からの相談に対し、可能な限り希望に沿える活動先を紹

介することで、活動先への定着率の向上を図る。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 東京都車いすバスケットボールフェスタの実施結果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

１ 目的 

障がい者スポーツの大会や体験会を実施し、障がい者と健常者が一緒

にスポーツを楽しみ、応援することで、パラスポーツの理解を深める機

会とする。 

２ 実施内容 

車いすバスケットボール元日本代表神保康広氏を迎えて、解説付きの

体験会と試合観戦（２試合）を実施した。 

３ 日時 

  令和５年２月２６日（日）午後０時３０分～午後５時３０分 

４ 場所 

総合スポーツセンター 

５ 参加人数 

（１）車いすバスケ体験会  ５２名 

（２）試合観戦 １００名（うち障がい者８名） 

※ 関係者除く、体験会参加者含む

６ 主催 

東京都車いすバスケットボール連盟 

足立区 

７ 協力 

東京都（ＴＥＡＭ ＢＥＹＯＮＤパラスポーツ体験プログラム） 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 
第１６回全国スペシャルトランポリン交流大会及び体験会の実施結果 

について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

１ 目的 

  障がい者スポーツの発表や競技大会を開催し、全国の競技者との交流

を図ることで、障がい者の運動・スポーツへのモチベーションを高める。

また、区民向けに大会の観戦、体験会を開催することで、障がい者スポ

ーツの理解促進を図る。 

２ 実施内容 

  全国で活動する障がい者が参加する年に１度のトランポリン大会とし

て実施。足立区では３回目となり、区民向けの体験会もおこなわれた。 

大会では、健常者と同じ規定で演技を実施する「競技の部」と、フリ

ー演技を披露する「演技発表の部」がおこなわれた。 

３ 日時 

（１）体験会

令和５年３月１１日（土）午後１時～午後４時３０分

（２）演技発表・競技の部

令和５年３月１２日（日）午後１０時～午後４時

４ 場所 

総合スポーツセンター 

５ 参加人数 

（１）トランポリン体験会

参加人数 ８３名(うち障がい者１７名)

（２）演技発表、競技の部

参加人数 ９団体５９名

６ 主催 

公益財団法人日本体操協会 

足立区 

７ 協力 

ＮＰＯ法人つばさの会 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 足立区民観戦デー（Ｊ２東京ヴェルディ戦）の実施結果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

１ 目的 

東京ヴェルディ㈱と令和４年３月に締結した「障がい者を中心とした

区民の運動・スポーツに関する連携協定」に基づき、「みるスポーツ」

及び「障がい者の運動・スポーツ」の機会の拡充のために行った。 

２ 日時 

令和５年３月２５日（土）午後３時キックオフ 

３ 場所 

味の素スタジアム（調布市） 

４ 実施内容

東京ヴェルディ VSロアッソ熊本戦の招待・優待企画及び障がい者運動

教室参加者イベントを実施した。 

５ 参加者 

（１）イベント参加者 １８５名 

（２）観戦者 ３６１名（申込者は５２９名） 

６ 当日イベント 

（１）障がい者運動教室参加者の運動教室

ア 参加者 ８７名 

（内訳） 

・ 障がい者（個人）  １３名 

・ ご家族  ２１名 

・ 介助者  ３名 

・ 障がい者（団体）３事業者  ２１名 

・ ご家族  １８名 

・ スタッフ  １１名 

イ 内容

（ア） 試合前の予備グラウンドでの運動・サッカー体験(１時間)

（イ） 選手アップ入場時の通路をつくり拍手で迎える「花道」体験

（ウ） 試合入場前（ダグアウト）のハイタッチ激励体験

（エ） 試合観戦

※ 区で借り上げたバス（３台）で、希望者の送迎を実施した。
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（２）試合前グラウンド内のチアパフォーマンス披露

ア 演者 ２２名 

イ 関係者 ３６名 

ウ 内容

「バトン・チア連盟の選抜チーム」による演技披露

（３）開場時の和太鼓のパフォーマンス披露

ア 演者 １６名 

イ 内容

「五反野西盛太鼓」によるメインスタンドコンコース、イベント

広場における演奏披露 

（４）ピッチ上でのボールパーソン、担架要員体験

ア 参加者 ２２名 

イ 引率 ２名 

ウ 内容 「新田学園中学校サッカー部」が参加して実施 

（５）観戦申込者のピッチ内ウォーミングアップ見学会

ア 参加者 ２０組４０名（小中学生の親子） 

イ 内容

グラウンドレベルにおりて、選手がウォーミングアップをしてい

る状況を見られる見学会の実施 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 スペシャルクライフコートフェスティバルの実施結果について

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

１ 日時 

  令和５年４月２９日（土・祝）午前１０時３０分～午後３時３０分 

２ 場所 

総合スポーツセンター 

３ 実施内容 

  障がいのある方も楽しめるスポーツイベントとして、様々なパラスポ

ーツや運動を楽しめる企画を東京ヴェルディ㈱と協働で実施した。 

２０２５年デフリンピックの周知も兼ね、植松隼人デフサッカー日本

代表監督と障がい者サッカー連盟北澤豪会長のトークショーをはじめ、

様々な体験等を実施した。 

４ 参加人数 

体験場所・ブースごとの延べ人数 

体験場所 参加人数 

ステージ観覧者 ５００ 

チアダンス ９８ 

サッカー １６２ 

クライフコート ２０４ 

ユニバーサル野球 ２４２ 

ライフル １７７ 

義足体験 １２４ 

グリーンハートルーム １７８ 

コンシェルジュ相談 ５ 

合 計 １，６９０ 

うち障がい者 ３４１ 

５ 主催 

  東京ヴェルディ㈱ 

  足立区 

６ 協力 

  足立区ライフル射撃連盟、ＦＣ ＡＬＶＯＲＡＤＡ 

  堀江車輌電装㈱、㈱ＯＳＰＯオキノスポーツ義肢装具 

  足立区トライアスロン連合、㈱エムール ほか 

21



区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２７日 

件 名 図書貸出カードの電子化について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内 容 

図書館サービスのデジタル化の一環として進めている貸出カード電

子化について、次のとおり報告する。 

１ 概要 

図書館窓口や自動貸出機で図書等を借りる際に必要な貸出カード

のバーコードを、スマートフォン等のブラウザ上で表示できるよう

にすることで、貸出カードを所持していなくても資料の貸出を可能

とする。 

２ 開始時期 

  令和５年７月４日（火） 

３ 周知方法 

（１）あだち広報（７月１０号）

（２）チラシ・ポスターを区立図書館、図書受渡窓口に掲示

（３）区ホームページ

４ バーコード表示イメージ（スマートフォンから表示した場合） 

① 図書館システムにログインし、
「バーコード表示」を押下

② バーコードが表示される
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２７日 

件 名 「調べ学習用図書」の令和４年度配送実績について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内 容 

区立小・中学校に配送している「調べ学習用図書」について、令和

４年度の配送実績を報告する。 

１ 概要 

  団体貸出の一環として、学年別にいくつかのテーマ（「のりもの」

「日光」「魚沼」等）で用意した調べ学習用の図書セットを区立小・

中学校に貸し出しするサービス 

※ 調べ学習とは、自分で決めたテーマについて調査をし、結果や

自分の意見をまとめる学習のこと 

２ 配送回数・貸出冊数 

令和３年度 令和４年度 増減 

小学校 

校数 ３２ ３７ ＋５ 

回数 １７４ １４５ －２９ 

冊数 ６,６１７ ６,５０９ －１０８ 

中学校 

校数 ４ １４ ＋１０ 

回数 １７ ４１ ＋２４ 

冊数 ５８５ １,９６５ ＋１,３８０ 

合 計 

校数 ３６ ５１ ＋１５ 

回数 １９１ １８６ －５ 

冊数 ７,２０２ ８,４７４ ＋１,２７２ 

※ 回数は延べ回数

３ 令和３年度との比較 

（１）校長会でのＰＲや小・中学校教員を対象とした研修会の実施や

教員アンケート結果の分析に基づくテーマの見直し等により全体

の利用回数が増えた。 

（２）生き物、災害、ウイルス、ＳＤＧs に関するテーマでの貸出が

増加した。 

４ 今後の方針 

（１）学校への配送だけでなく、夏休みに合わせて区内小・中学生に

向けて「調べ学習用図書」セットを区内図書館で貸出していく。 

（２）館内講座の実施等によりニーズを把握しながら利用を促進して

いく。 

（３）区ホームページ及び校長会でのＰＲや小・中学校教員、学校司

書向け研修会の実施により周知を図っていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２７日 

件 名 中央図書館における「りんごの棚」の新規設置について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内 容 

 特別なニーズのある子どものための本コーナー「りんごの棚」を、

次のとおり中央図書館に新たに設置する。 

１ 目的 

  ＳＤＧｓや共生社会の実現に向けた取り組みとして、読書に困難

がある子どもでも読書を楽しむことができるようバリアフリー図書

の環境を整える。 

２ 主なターゲット 

  障がい（視覚障がい、発達障がい、知的障がい、肢体不自由等）

により紙に印刷された文字を読むことが難しい子ども 

３ 設置開始時期 

  令和５年７月下旬 

４ 設置場所 

  中央図書館 ２階 児童コーナー 

５ 設置する主な本・資料等 

  点字絵本、さわる絵本、布絵本、ＬＬブック（ピクトグラム等を

使用）、大活字本、オーディオブック等 

６ ＰＲ方法 

  図書館窓口や区ホームページ及び関係機関（特別支援学校等）へ

のチラシ配布等により周知する。 

７ 今後の方針 

（１）障害者週間（１２月３日から９日まで）のイベントでＰＲする

など、効果的に実施することにより、設置資料の貸出数の増加や、

障がい者サービス（視覚・宅配）新規登録者の増加を目指す。 

（２）中央図書館での実施結果を踏まえ、各地域図書館での設置に向

けた検討を進める。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２７日 

件 名 「あだち読書通帳」の令和４年度配布実績について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内 容 

 子どもの読書習慣定着のために「あだち読書通帳」を区立図書館等

で配布している。令和４年度の配布実績を次のとおり報告する。 

１ 概要 

（１）使用方法

本を読んだ日やタイトル、お気に入り度などを記入して、読書

記録を残すことができる。一冊につき５０冊まで記録可能。 

（２）配布場所

区立図書館、保健センター、子育てサロン、児童館、区立小・

中学校、区立保育園・こども園、アウトリーチ事業、講演会等 

２ 配布実績 

  別紙１のとおり 

３ 今後の方針 

（１）読書週間や夏休み期間に読書通帳を使ったイベントを行い、読

書習慣の定着につなげていく。 

（２）親子用は、区立保育園・こども園に加え、私立保育園へのＰＲ

を検討していく。 

（３）小学校用は校長会に加え、司書教諭や学校図書館支援員にもＰ

Ｒしていく。 

【あだち読書通帳】 

（親子用） （小学生用） 
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「あだち読書通帳」の令和４年度配布実績 

１ あだち読書通帳（親子用） 

配布方法 令和２年度  
令和３年度 

（Ａ） 

令和４年度 

（Ｂ） 

増減 

（Ｂ－Ａ） 

区立図書館（イベント、 

１歳６か月児）で配布 
2,079冊 2,763冊 2,359冊 －404冊 

保健センター（３～４か月

児健診）で配布 
3,765冊 3,304冊 4,060冊 ＋756冊 

子育てサロン、児童館（１

歳６か月児）で絵本引換時

に配布 

2,319冊 1,932冊 2,297冊 ＋365冊 

区立保育園、子ども園に配

布 
1,026冊 970冊 1,297冊 ＋327冊 

アウトリーチ事業、講演会

等で配布
518冊 339冊 551冊 ＋212冊 

合計 9,707冊 9,308冊 10,564 冊 ＋1,256冊 

２ あだち読書通帳（小学生用） 

配布方法 令和２年度  
令和３年度 

（Ｃ） 

令和４年度 

（Ｄ） 

増減 

（Ｄ－Ｃ） 

区立図書館で配布 2,805冊 6,106冊 4,441冊 －1,665冊 

区立学校 

（※１）  

小学校 5,400冊(10校) 19,986冊(42校) 12,546冊(31校) －7,440冊 

中学校 350冊 (3校) 0冊 (0校) 200冊 (1校) ＋200冊 

小計 5,750冊(13校) 19,986冊(42校) 12,746冊（32校) －7,240冊 

アウトリーチ事業

講演会等で配布
36冊 0冊 0冊 0冊 

合計 8,591冊 26,092冊 17,187 冊 －8,905冊 

※１ 校長会でＰＲを行い、各学校の要望に応じて配布。

別紙１ 
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